
　
５
月
16
日
、
本
市
と
一
般
財
団
法

人
休
暇
村
協
会
の
間
で
「
宇
陀
市
宿

泊
事
業
者
誘
致
事
業
の
推
進
に
関
す

る
協
定
書
」締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
が
整
備
す
る
事

業
用
地
内
に
、
奈
良
県
東
部
地
域
の

拠
点
と
な
る
宿
泊
施
設
を
誘
致
し
、

老
朽
化
の
進
む
保
養
セ
ン
タ
ー
美
榛

苑
に
代
わ
る
市
の
宿
泊
環
境
を
整
え

る
も
の
で
す
。

　
今
年
の
１
月
か
ら
募
集
を
行
い
、

３
月
14
日
の
事
業
者
選
定
員
会
で
の

選
定
の
結
果
、
同
者
を
宿
泊
事
業
予

定
者
と
し
て
決
定
し
、
こ
の
度
の
締

結
式
に
至
り
ま
し
た
。

県
東
部
地
域
へ
の
誘
客
の
鍵
に

　
本
事
業
に
よ
り
、
周
辺
地
域
の
観

光
拠
点
と
な
る
民
設
民
営
の
宿
泊

施
設
の
誕
生
、
ま
た
市
の
遊
休
地
を

活
用
し
た
防
災
機
能
を
持
っ
た
公
園

整
備
等
に
よ
る
周
辺
環
境
の
向
上
な

ど
、
宇
陀
市
の
活
性
化
が
大
き
く
期

待
で
き
ま
す
。

　
締
結
式
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
市
長

か
ら
「
当
事
業
を
市
民
、
市
、
事
業

者
に
と
っ
て
夢
の
あ
る
事
業
に
し
た

い
。
ま
た
当
事
業
を
起
爆
剤
に
中
山

間
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
」。
同
協
会
中
島
理
事
長
か

ら
は
、「
全
国
か
ら
宇
陀
に
来
て
も

ら
い
、
宇
陀
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
休
暇
村
を
誘
致
し

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
今
後
へ
の
抱
負
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
宿
泊
事
業
予
定
者
　概
要

【
住
所
】
東
京
都
台
東
区
東
上
野

　
５
丁
目
１
番
５
号

【
名
称
】
一
般
財
団
法
人
　
休
暇
村

協
会

【
沿
革
】

○
昭
和
36
年
12
月
「
財
団
法
人
国

民
休
暇
村
協
会
」
創
立

○
同
37
年
７
月
　
近
江
八
幡
国
民

休
暇
村
（
現
休
暇
村
近
江
八
幡
）

開
設

○
同
39
年
10
月
　
大
阪
案
内
所（
現

大
阪
セ
ン
タ
ー
）
開
設

○
平
成
３
年
　
国
内
旅
行
業
登
録

○
同
24
年
４
月
　
新
公
益
法
人
法

に
基
づ
き
一
般
財
団
法
人
へ
移
行

○
同
24
年
７
月
　
休
暇
村
奥
武
蔵

開
設
　
※
全
国
37
施
設
目

さ
ら
な
る
活
性
化
の
起
爆
剤
に

　宇
陀
市
宿
泊
事
業
者
誘
致
事
業

　宿
泊
事
業
予
定
者
が
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
産
業
企
画
課
（
☎
82
・
５
８
７
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
５
）

締結式では、市長および休暇村協会　中島都志明理事長が出席し、
協定書に署名の後、固い握手で、今後互いをパートナーとして、相
互に協力して連携し本事業を進めていくことを確認しました。
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  事業コンセプト
　　（休暇村協会による事業提案資料から）

■宇陀にときめく！
大和高原に位置するこの地の魅力を余すこと
なく伝え、宇陀の自然・食・歴史・文化にと
きめく体験をプロデュースし、提案します。

■人と人を繋ぐ！
様々な目的でお越しになられる方々に快適に
お過ごしいただける“安らぎの場”を用意す
ると共に、全国および海外に向けて積極的に
地域の情報を発信します。

■地域と共に歩む！
地域のみなさんからのご理解ご協力をいただ
き、地域を盛り上げ、各種法令並び条例を遵守
し、健全な経営を永く継続します。

美榛温泉をはじめ宇陀市の地域資源を活用した、
大和高原の温泉リゾートの“ならでは”感を演
出します。



特
　
　集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
こ
の
講
座
は
、
市
内
に
あ
る
多
く

の
文
化
財
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知

識
・
技
術
を
修
得
し
、
文
化
財
の
調

査
・
研
究
・
説
明
な
ど
に
従
事
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
の

講
座
を
３
か
年
に
わ
た
っ
て
開
講
し

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
方
の
お
申
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

佛
隆
寺
彼
岸
花
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
佛
隆
寺
は
、
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
夜
桜

中
継
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
県
内
最
古
級
の
千

年
桜
が
有
名
で
す
が
、
秋
に
は
、
彼
岸
花
が

幾
重
に
も
重
な
り
石
段
の
両
側
を
真
っ
赤
に

染
め
る
景
色
で
も
有
名
で
す
。

　
し
か
し
以
前
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の

獣
害
に
よ
り
球
根
を
掘
り
起
こ
さ
れ
、
秋
の

景
色
は
壊
滅
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
３
年
前
か
ら

球
根
の
植
栽
活
動
を
行
い
、
景
色
の
復
元
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
今
年
度
の
日
程
】
７
月
～
平
成
30
年

１
月
の
第
１
水
曜
日

　（
年
間
７
回
開
催
）

【
場
所
】
中
央
公
民
館
（
大
宇
陀
地

域
事
務
所
隣
）
他

【
講
座
内
容
】
文
化
財
の
基
礎
知
識
講

座
と
現
地
研
修

【
定
員
】
20
名
（
先
着
順
）

【
対
象
】
文
化
財
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
方
で
、
３
か
年
に
わ

た
っ
て
毎
回
の
受
講
が
可
能
な
方

【
参
加
費
】
無
料
（
た
だ
し
、
現
地

研
修
時
の
入
場
料
な
ど
は
実
費
）

【
申
し
込
み
】
６
月
５
日
（
月
）
～

23
日
（
金
）
の
期
間
中
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、は
が
き
・
メ
ー

ル
・
☎
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
文
化
財
課

〒
６
３
３・
０
２
９
２

　
榛
原
下
井
足
17
番
地
の
3

（
☎
82
・
３
９
７
６
／
IP
☎
88
・
９
３
６
５

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
３
９
０
０
）

メ
ー
ル
／bunkazai@city.uda.lg.jp

【
日
時
】
6
月
24
日
（
土
）
午
前
9

時
～
正
午
（
荒
天
時
中
止
）

【
場
所
】
佛
隆
寺
（
榛
原
赤
埴
）

【
持
ち
物
】
移
植
ご
て
、
軍
手
、
昼
食

【
内
容
】
県
内
外
か
ら
寄
贈
を
受
け

た
彼
岸
花
の
球
根
を
植
栽
し
、
名

所
と
し
て
の
復
活
を
目
指
す
。

【
申
し
込
み
】
不
要

問
佛
隆
寺
彼
岸
花
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
務
局
【
商
工
観
光
課
内
】

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
度
、

小
学
校
３
・
４
年
生
の
社
会
科
副
読

本
「
わ
た
し
た
ち
の
宇
陀
市
　
改
訂

版
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
こ
の
副
読
本
は
３
年
ご
と
に
市
内

全
小
学
校
の
担
当
教
員
に
よ
る
編
集

委
員
会
で
編
集
を
行
う
も
の
で
、
今

回
で
第
５
版
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
訂
で
は
、
新
し
く
室
生

小
学
校
が
開
校
し
た
こ
と
に
伴
い
、

学
校
の
校
区
地
図
な
ど
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
資
料
、
統
計

を
最
新
の
も
の
に
改
め
る
と
と
も

に
、
写
真
や
図
を
多
用
す
る
こ
と
で

子
ど
も
に
と
っ
て
見
や
す
く
、
教
師

に
と
っ
て
授
業
し
や
す
い
と
い
う
視

点
で
細
部
を
見
直
し
ま
し
た
。

小
学
校
３・
４
年
生
が
、

 

社
会
科
副
読
本
わ
た
し
た
ち
の
宇
陀
市
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　勉
強
中
！

 

球
根
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

受
講
生
募
集
!!

 
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
講

　
こ
の
本
で
は
、
宇
陀
市
の
地
勢
、

歴
史
、
産
業
、
環
境
な
ど
を
全
面
カ

ラ
ー
で
紹
介
。
子
ど
も
た
ち
が
、
こ

の
本
で
楽
し
く
学
び
、
授
業
で
宇
陀

市
の
こ
と
を
誇
ら
し
く
発
表
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課

（
☎
82
・
３
９
７
３
／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）

▲�表紙には宇陀市 10周年を記念して行
われた「うだフォトコンテスト」の写
真を用い、子どもに親しみやすいイ
メージに改めました

▲�市内でのものづくりもカラーで紹介
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　市
長
日
記

▼
5
月
の
新
緑
素
晴
ら
し
い
季
節
の

中
で
開
催
さ
れ
た
「
鳥
見
山
つ
つ
じ

祭
り
」
に
参
加
し
、
私
自
身
が
改
め

て
高
原
の
文
化
都
市
　
四
季
の
風
薫

る
宇
陀
市
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
各
地
域
の
連
合
自
治
会
の
総
会
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総

会
で
、
役
員
の
方
々
の
交
代
な
ど

あ
り
、
新
た
な
気
持
ち
で
自
治
会
の

運
営
を
さ
れ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
今
年
度
の
宇
陀

市
主
要
施
策
に
つ
い
て
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
こ
の
施
策
集
は
、

広
報
う
だ
５
月
号
に
折
り
込
み
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）
市
で
は
、

各
種
施
策
を
６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
ま
と
め
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
特
記
す
べ
き
宇
陀

市
の
活
性
化
に
向
け
た
重
要
な
政
策

に
つ
い
て
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
過
去
、
市
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
支
援
、
職
員
の
協
力
な
ど
に
よ
り
、

行
財
政
改
革
が
な
さ
れ
、
危
機
的
な

状
況
で
あ
っ
た
財
政
状
況
も
こ
こ
数

年
は
安
定
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
・

賑
わ
い
づ
く
り
に
投
資
で
き
る
環
境

が
整
い
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

▼
主
要
施
策
事
業
の
一
例
を
紹
介
す

る
と
、
5
月
16
日
に
「
一
般
財
団
法

人
　
休
暇
村
協
会
」
と
の
間
で
宿
泊

事
業
者
誘
致
事
業
協
定
書
を
締
結

し
、
事
業
が
具
体
的
に
進
み
だ
し
ま

し
た
。ま
た
、奈
良
県
、宇
陀
市
、ロ
ー

ト
製
薬
に
よ
る
「
大
和
高
原
の
魅
力

あ
る
仕
事
づ
く
り
連
携
協
定
」
に
基

づ
き
起
業
家
を
募
集
、
現
在
３
名
の

方
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、

市
内
で
住
ん
で
事
業
を
起
こ
す
「
宇

陀
市
仕
事
づ
く
り
推
進
隊
員
」
と
し

て
委
嘱
を
受
け
、
活
動
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
皆
さ
ん
に
は
こ
の
よ
う

な
主
要
施
策
の
進
捗
状
況
を
「
う
だ

チ
ャ
ン
11
」
な
ど
を
通
じ
て
発
信
し

て
い
く
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

▼
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、わ
が
街
、

わ
が
地
域
、
わ
が
家
を
ど
う
考
え
る

か
に
懸
か
っ
て
い
ま
す
。
宇
陀
市
で

教
育
を
受
け
、
育
ま
れ
、
社
会
で
活

躍
で
き
る
ま
ち
。
そ
し
て
、
宇
陀
市

で
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
み
た
い

と
思
え
安
心
し
て
、
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

▼
「
大
和
は
国
の
ま
ほ
ろ
ば 

た
た

な
づ
く
青
垣
山
籠
れ
る 

大
和
し
う

る
は
し
」。
目
前
に
は
農
繁
期
を
迎

え
た
美
し
い
景
色
が
広
が
り
ま
す
。

紀
記
万
葉
の
歴
史
に
培
わ
れ
、
育
ま

れ
た
、宇
陀
の
里
を
巡
り
ま
し
ょ
う
。

地域の催しでは、みな
さんから元気と活気を
いただいています

新
た
な
宇
陀
市
づ
く
り
に
向
け
て

国
土
交
通
省
と
の
連
携
の
も
と

  
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
改
善
に
向
け
て
！

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

宇陀市　地域連携サポートプラン

　
現
在
、
近
畿
７
市
で
サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン
協
定
が
結
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
具
体
的
な
提
案
書
を
受
け
た

の
は
、
淡
路
市
・
橋
本
市
に
続
い

て
宇
陀
市
は
第
３
号
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
で
、
県
内
で
は

初
め
て
宇
陀
市
が
協
定
を
締
結

し
、
こ
れ
ま
で
意
見
交
換
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
重
ね
、
議
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

【
提
案
書
の
主
な
内
容
】

〇
運
行
費
補
助
金
が
急
激
に
増
大

す
る
路
線
バ
ス
の
運
行
効
率
化

（
奥
宇
陀
線
の
見
直
し
）

〇
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
の
う
ち

未
着
手
事
業
へ
の
対
応

　
今
後
も
近
畿
運
輸
局
を
は
じ

め
、
関
係
団
体
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
提
案
内
容
の
実
現
を
図
り
、

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
公
共
交
通
を
積
極

的
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
4
月
26
日
、
本
市
と
近
畿
運
輸
局
の
間
で
「
地
域
連
携
サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン
」
提
案
書
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
市
と
近
畿
運

輸
局
、
奈
良
運
輸
支
局
が
連
携
し
、
宇
陀
市
に
お
け
る
地
域
公
共
交

通
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
維
持
・
改
善
に
向
け
た
検
討
や
議
論

を
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
提
案
書
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

宇陀市　地域連携サポートプラン
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も
と
も
と
写
真
撮
影
が
趣
味

で
、
い
い
写
真
を
撮
り
た
い

と
明
日
香
村
の
里
山
活
動
団
体
で

自
然
や
風
土
を
学
ん
で
い
る
時
、

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
オ
オ
ム

ラ
サ
キ
の
飼
育
を
知
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

飼
育
し
て
い
る
方
か
ら
お
話
を

聞
く
と
、「
ま
ず
は
幼
虫
の
エ

サ
に
な
る
榎
の
木
を
育
て
る
こ
と
。

よ
け
れ
ば
苗
を
提
供
す
る
よ
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
も
と
も
と
、
成

蝶
の
美
し
い
姿
を
写
真
に
撮
る
こ

と
が
目
的
だ
っ
た
の
で
、
私
は
喜

ん
で
飛
び
つ
き
ま
し
た
。
　

　
と
は
い
え
、
飼
育
の
場
と
な
る

榎
の
育
成
か
ら
、
害
虫
や
野
鳥
対

策
、
ま
た
成
虫
を
自
然
へ
還
す
こ

と
や
来
年
に
向
け
た
卵
の
確
保
な

ど
な
ど
、
な
か
な
か
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
オ
オ
ム

ラ
サ
キ
は
、
国
内
全
域
で
生
息
し

て
お
り
、
ま
た
榎
の
木
も
近
辺
で

自
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宇
陀

の
環
境
に
も
十
分
適
応
し
た
よ
う

で
す
。

こ
の
活
動
を
始
め
て
丸
5
年
。

こ
れ
ま
で
放
蝶
し
た
成
果
も

少
し
づ
つ
出
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
時
折
、「
飼
育
方
法
を
教
え

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
か
か
っ

た
り
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
機

会
も
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
最

近
は
宇
陀
の
里
山
で
自
生
さ
せ
た

い
と
い
う
想
い
も
強
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

夢
は
こ
の
地
域
で
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
が
乱
舞
す
る
こ
と
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い

原
風
景
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
蝶
の
羽
化
時
期
は
6
月
末
か
ら

7
月
頃
。
ひ
ょ
っ
と
す
れ
ば
、
市

内
の
里
山
で
も
美
し
い
国
蝶
を
観

察
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

里
山
豊
か
で
蝶
が
舞
う

　（国
蝶
舞
う
豊
か
な
里
を
写
し
た
い
）

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
飼
育 

吉
本
準
司
さ
ん
（
榛
原
山
路
）

今年はどんな姿を見せて
くれるのか楽しみです。

　
本
市
で
は
、
未
来
に
向
け
た
宇
陀

市
づ
く
り
に
向
け
、
平
成
27
年
12
月

に
『
宇
陀
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
』
を
策
定
し
、『
奈

良
県
と
宇
陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
包
括

協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
市
で

は
、「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
を
積

極
的
に
進
め
、
そ
の
足
が
か
り
と
し

て
、
市
内
４
地
区
に
お
い
て
、
地
元

住
民
や
関
連
事
業
者
の
方
々
な
ど
と

議
論
を
重
ね
、
こ
の
度
「
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
構
想
は
、
対
象
地
区
に
お
け

る
現
状
と
課
題
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
将
来

像
、
基
本
と
な
る
取
り
組
み
を
ま
と

め
た
も
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
4
月

7
日
、
市
と
県
と
の
間
で
『
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
基
本
協
定
』
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
よ
り
具
体
的
な
施
策
展

開
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
４
地
区
を
取
り
組
み
の
足
が
か
り
に

「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
82
・
５
６
２
４
／
IP
☎
88
・
９
０
９
２
）

  
 ■宇陀松山周辺地区
【コンセプト】観たい、住みたい、まっちゃま。　　
　～歴史と文化を活かし、暮らし続けられる生活環境と
　　　次世代への活力を創り出すまちづくり～
【施策方針】伝統的雰囲気とにぎわいが共存した町並みづく

り、史跡宇陀松山城跡歴史拠点の形成、交流拠点機能の充
実化、交通ネットワークの構築、豊富な観光資源を活かし
た、活力あふれるまちづくり

 ■うたの古市場周辺地区
【コンセプト】悠久の郷“うたの”再発見 !!
～誇りある地域資源を見つけ、みんなで磨く賑わいづくり～
【施策方針】３大交流地点の創出、交流地点を結ぶ周遊ネッ

トワークの創出、毛皮革など地場産業の振興、生活の魅力
向上と雇用創出による定住化の促進

 ■近鉄榛原駅周辺地区
【コンセプト】大和高原への玄関口、宇陀はいばら。　　
～奈良県東部の玄関口として、にぎわいと交流を生み出す
　　まちづくり～
【施策方針】交通結節機能の向上と観光情報の発信などによ

る宇陀市の顔づくり、既存施設の利用増進と保養・宿泊施
設の立地促進による健康増進・防災拠点づくり、低・未利
用地の活用等による市民の生活利便性の向上、長く暮らせ
る住まいづくりの支援と地域コミュニティの活性化、広域
および地域内の交通体系の確保

 ■室生寺門前および室生口大野駅周辺地区
【コンセプト】女人高野の郷　室生寺　
　　　　　おもてなしによる観光と交流のまちづくり
【施策方針】観光ポテンシャルを活かした魅力向上、公共交

通を中心とした移動環境の向上、観光との相乗効果による
地域の活力向上

宇陀市　まちづくり基本協定

▲室生地区での住民ワークショップの様子
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